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山梨県中小企業団体中央会機関誌　平成19年度中小企業組合活性化情報

第三種郵便物認可　平成20年２月１日（金曜日）

紙面から1月の出来事

●時　事

  2日  交通事故死54年ぶり5千人台

17日  阪神大震災から13年

●山梨県中央会ニュース

  4日  仕事始め

  6日  中小企業団体新春交流会

24日  地域ブランド研修会

2月の予定

  7日  正副会長会議

28日  女性部県大会

2面　緊急融資
3面　景況情報
4面　アクティブ組合/息吹
5面　郡内地域組合交流会・研修会
  　　ジュニアトライワーク
  　　男性労働者育児参加促進事業
6面　ねんきん特別便
  　　若年者地域連携事業レポート
7面　今月のおすすめ○○!!/情報B0X
8面　中小企業活路開拓事業
  　　中小企業組合まつり/情報BOX

主催者あいさつを述べる内藤悦次会長

三笑亭夢之助師匠

　
司
会
者
の
音
頭
で
参
加
者
全
員
の
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
新
年
挨
拶
が
交
わ

さ
れ
、
国
歌
「
君
が
代
」
の
斉
唱
で
新
春
交
流

会
は
開
催
し
た
。

　
開
式
の
こ
と
ば
が
小
泉
正
仁
副
会
長
か
ら

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
内
藤
悦
次
会
長
か
ら
次

の
主
催
者
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
「
世
界
的
な
金
融
不
安
や
原
油
価
格
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
中
小
企
業
は
幅
広

い
業
種
に
わ
た
っ
て
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、自
社
の

経
営
内
容
と
方
向
を
見
直
し
、
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
環
境
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。今
年
の
中
央
会
活
動
の
標
語
を「
変

化
へ
の
挑
戦
」
と
し
た
。
中
小
企
業
は
「
小
回

り
の
き
く
企
業
運
営
」が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

企
業
家
精
神
を
多
い
に
発
揮
し
、
果
敢
に
社

会
の
諸
変
化
に
挑
戦
し
、
生
き
生
き
と
経
営

に
励
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
全
員
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発

揮
し
、
山
梨
の
経
済
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

　
続
い
て
来
賓
祝
辞
が
、衆
議
院
議
員
・
堀
内

光
雄
氏
、
保
坂
武
氏
、
小
沢
鋭
仁
氏
、
後
藤
斎

氏
、
赤
池
誠
章
氏
、
長
崎
幸
太
郎
氏
、
小
野
次

郎
氏
、
参
議
院
議
員
・
米
長
晴
信
氏
、
県
議
会

を
代
表
し
て
県
議
会
議
長
・
内
田
健
氏
、経
済

団
体
を
代
表
し
て
甲
府
商
工
会
議
所
会
頭
・

上
原
勇
七
氏
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、来
賓
紹
介
、祝
電
披
露
が
な
さ
れ
、

本
会
の
勝
俣
明
美
副
会
長
の
閉
式
の
こ
と
ば

で
式
典
は
終
了
し
た
。

　
続
い
て
新
春
講
演
会
と
銘
打
っ
た
、
落
語

家
・
三
笑
亭
夢
之
助
師
匠
の「
健
康
は
笑
い
か

ら
」の
テ
ー
マ
に
よ
る「
お
話
」が
な
さ
れ
た
。

新
春
の
講
演
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
夢
之
助
師

匠
の
軽
快
な
話
術
に
約
一
時
間
の
間
、
会
場

は
明
る
い
笑
い
に
溢
れ
た
。

　
引
き
続
い
て
料
理
を
囲
ん
だ
交
流
会
が
本

会
の
中
村
昌
訓
副
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、

交
流
会
か
ら
出
席
し
た
横
内
正
明
山
梨
県
知

事
、
宮
島
雅
展
甲
府
市
長
か
ら
来
賓
挨
拶
が

な
さ
れ
、
竹
井
清
八
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

長
の
乾
杯
で
、
賑
や
か
に
祝
宴
が
開
始
さ
れ

た
。

　
本
会
の
新
春
交
流
会
は
、
年
頭
に
当
た
っ

て
中
小
企
業
の
活
性
化
と
繁
栄
を
願
っ
て
賑

や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合

に
よ
る
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
協
賛
組
合
に

よ
る
発
売
り
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
会
女
性
部
に

よ
る
抹
茶
接
待
、
郷
土
出
身
歌
手
の
高
石
正

三
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
本
会
の
正
副
会
長

並
び
に
発
売
り
出
展
組
合
の
提
供
に
よ
る
福

引
き
抽
選
会
な
ど
様
々
な
趣
向
が
用
意
さ
れ
、

ま
た
、県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、㈱
甲
斐
延
さ
ん
の

手
作
り
料
理
な
ど
に
大
勢
の
参
加
者
が
最
後

ま
で
楽
し
ん
だ
。

　
10
時
30
分
に
開
会
し
た
交
流
会
は
、
鈴
木

俊
之
商
工
中
金
支
店
長
の
万
歳
三
唱
、
本
会

の
武
田
輿
光
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
、

午
後
２
時
無
事
終
了
し
た
。



中小企業タイムズ（2）第三種郵便物認可　平成20年２月１日（金曜日）

　山梨県は、原油や原材料価格が高騰するなか、業況が悪化している中小企業者を支援するため、１月11日から山梨県商工業振興資金
（経済変動対策融資）による緊急融資を始めました。

●県融資制度や融資全般の相談はこちら
中小企業金融相談窓口（山梨県商工労働部商業振興金融課内）

1055-223-1554

●取扱期間は 平成20年3月末まで
　3月末までに融資できるものに限ります。

●融資のお申し込みは、次の金融機関の県内店舗に
山梨中央銀行、甲府信用金庫、山梨信用金庫、都留信用組合、山梨県民信用

組合、商工中金、みずほ銀行、りそな銀行、三井住友銀行、東京スター銀行

　中小企業信用保険法　第2条第4項第5号　国指定
　　平成20年1月1日現在で指定されている113業種のうち主なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※印は、別途条件があるため問い合わせが必要です。
s建設業

一般土木建築工事、土木工事(※)、とび工事、鉄筋工事、左官工事、板金工事、大工工事、鉄骨工事、石工・れんが・タイル・ブロック工事、塗装工事、内装

工事、ガラス工事、金属製［木製］建具工事、屋根工事(※)、防水工事、電気工事、電気通信・信号装置工事、管工事

s製造業
ねん糸製造、綿・スフ織物(※)、絹織物(※)、毛織物機械染色整理、織物手加工染色整理、綿状繊維・糸染色整理、ニット・レース染色整理、繊維雑品染色整理、

模様形製造、織物製外衣・シャツ製造(※)、ニット製外衣・シャツ製造、下着類製造、和装製品製造(※)、靴下製造、毛皮製衣服・身の回り品製造、布団製造、タ

オル製造、一般製材、単板・合板製造(※)、床板製造、集成材製造、建築用木材組立材料製造、パーティクルボード製造、銘板・銘木製造、木材薬品処理、け

い酸質肥料製造(※)、にかわ製造(※)、接着剤製造、強化プラスチック製容器・浴槽等製造、ゴム製・プラスチック製履物・同附属品製造、なめし革製造、革製

履物用材料・同附属品製造、革製履物製造、革製履物製造、革製手袋製造、かばん製造、袋物製造、毛皮製造、服装用革ベルト製造、板ガラス加工、ガラス

製加工素材製造、ガラス容器製造、理化学用・医療用ガラス器具製造、卓上用・ちゅう房用ガラス器具製造、コンクリート製品製造、生コンクリート製造、

砕石製造、粘土かわら製造、食卓用・ちゅう房用陶磁器製造、陶磁器製タイル製造、建設用金属製品製造(※)、鉄線製造、鋳鉄異形管製造、一般用缶製造、

溶融めっき業(※)、木材加工機械製造、船舶用機関又は船舶用品の製造又は修理(※)、自転車・同部品製造、眼鏡製造・眼鏡部分品製造、べっ甲製品製造、建築

［建設］用金属製品製造　他

s運輸業
旅客自動車運送（一般乗合、一般乗用、一般貸切）�、貨物自動車運送、内陸水運　他

s卸売・小売業
靴・履物卸売(※)、毛皮製衣服・身の回り品卸売、酒類卸売、鉄鋼卸売、木材・竹材卸売、陶磁器卸売、べっ甲製品卸売、靴・履物小売、酒小売、家具小売、べ

っ甲製品小売　他

s鉱業
砂・砂利・玉石採取

sサービス業ほか
建物売買、旅館・ホテル、自動車分解整備、建築設計、測量、地質調査、クリーニング　他

●特定不況業種

緊急融資の
ポイント

■限 度 額　　運転資金　4,000万円
■融資利率　　年1.5～1.9％の固定金利
　　　　　　　（別に信用保証料が必要です）

■償還期間　　10年以内（うち据置１年以内）

その１　価格高騰の直接的な影響がなくても申込可

　原油・原材料価格高騰緊急対策関係 …〈右図参照〉
 ● 業種に関係なく、業況が悪化している中小企業者を広く対象としています。
 ● 原材料等の価格高騰の影響を直接受けている場合に限らず売上高が減少し
ている場合も対象となります。

その２　国の指定した業種に当てはまる方は

　不況業種対策関係 …〈右図参照〉
 ● 国が指定する特定不況業種の方を対象としています。
 ● 特定不況業種（下記参照）とは、全国的に業況が悪化している業種で、建設業や
運輸業、サービス業の一部等113業種が指定されています。（平成20年1月1
日現在）

 ● 特定不況業種の詳細については、山梨県信用保証協会(1055-235-9700)
に問い合わせるか、中小企業庁のホームページ（http://www.chusho.meti.go.jp）
の「5号指定リスト」をご覧ください。

経済変動対策融資
融資名

融資対象

申込書類

①原油・原材料価格高騰緊急対策
関係

②不況業種対策関係

県内に事業所があり、1年以上事業を営んでいる中小企業者

次のいずれかに該当するもの

（1）原材料価格等の高騰により、最
近3か月の売上高に占める「売
上原価」又は「販売費及び一般管
理費」の割合が前年同期に比べ
増加

（2）最近3か月の売上高又は受注量
が前年同期と比べ5％以上減少

国が指定する特定不況業種で、次
のいずれかに該当するもの

（1）石油製品が売上原価の20％以
上を占め、その価格が20％以上
上昇したことにより、最近3か
月の売上高に占める仕入価格の
割合が前年同期に比べ増加

（2）最近3か月の売上高又は受注量
が前年同期と比べ5％以上減少

①金融機関及び信用保証協会の所定の書類
②直近の決算書
③県税の納税証明書

  5年以内　1.7％
10年以内　1.9％
（別に信用保証料0.45％～1.9％が必要
です）

  5年以内　1.5％
10年以内　1.7％
（別に信用保証料0.9％が必要です）

④申立書
⑤原油価格高騰の影響を受けてい
る主な仕入製品などの単価の上
昇が確認できる書類（請求書等）

⑥申立書の売上高、売上原価等が
確認できる書類（得意先元帳の
写し、試算表、担当税理士の証明
書など）

④市町村長の認定書
⑤認定書の受注額、販売額等の記
載額が照合できる関係帳簿等（写）

⑥特定不況業種であることが確認
できる定款（写）、登記簿（写）等
の書類

融資利率
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データから見た業界の動き（平成19年12月分）

収益状況
2006年12月

景況感
2006年12月

売上高
2006年12月

2007年12月 2007年12月2007年12月

減少
36%

不変
52%

増加
12%

悪化
34%

不変
62%

好転
4%

悪化
26%

不変
70%

好転
4%

減少
44% 不変

40%

増加
6%

悪化
46% 不変

46%

好転
8%

悪化
50%

不変
46%

好転
4%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年12月分）

   

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
2
0
0
7
年
、組
合
へ
影

響
を
及
ぼ
し
た
1
番
の
出

来
事
と
そ
の
影
響

　
補
足
と
し
て
行
な
っ
た
調
査

結
果
か
ら
、
以
下
の
回
答
が
得

ら
れ
た
。

　
製
造
業
で
は
、
原
油
高
騰
と

の
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
。
原

油
高
騰
に
よ
り
仕
入
価
格
が
上

昇
し
た
が
、他
社
や
海
外（
特
に

中
国
）と
の
競
争
も
激
し
く
な
り
、

価
格
へ
の
転
嫁
は
難
し
く
収
益

を
圧
迫
し
て
い
る
、
と
の
影
響

が
出
て
い
る
。

　
非
製
造
業
で
も
原
油
高
騰
を

１
番
の
出
来
事
と
し
て
挙
げ
る

組
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に

加
え
、
建
設
業
界
を
中
心
に
建

築
基
準
法
改
正
を
挙
げ
る
組
合

も
多
か
っ
た
。
６
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
建
築
基
準
法
に
よ
り
、

建
築
着
工
件
数
が
減
少
し
、
売

上
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
、
と

の
影
響
が
出
て
い
る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
新

規
大
口
先
が
貢
献
し
、
売
上

は
前
年
同
月
比
1
0
8
・
6
％
。

し
か
し
既
存
先
で
は
若
干
の

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ギ
フ
ト
、
お
せ
ち
は
前

年
並
。産
直
、メ
ー
ル
受
注
は

伸
び
た
が
、
大
型
店
向
け
は

不
振
だ
っ
た
。

　（
洋
菓
子
製
造
）／
新
製
品
の

導
入
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
か
ら
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
、
輸
出
と
も
好

調
で
、
売
上
は
前
年
同
月
比

1
0
4
％
と
な
っ
た
。し
か
し
、

原
材
料
の
値
上
が
り
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、
採

算
は
厳
し
い
。

　（
ワ
イ
ン
製
造
）／
全
体
の
景

気
が
高
ま
ら
な
い
と
見
通
し

が
暗
い
。
し
か
し
試
飲
商
談

会
等
実
施
し
て
、
消
費
拡
大

の
方
策
を
作
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

●
繊
維
製
品
製
造（
ニ
ッ
ト
）／

秋
は
気
温
が
高
か
っ
た
た
め
、

秋
冬
物
の
販
売
が
不
振
だ
っ

た
。
11
月
の
販
売
は
上
向
く

も
の
の
、
12
月
の
販
売
は
か

な
り
落
ち
込
ん
だ
。た
だ
し
、

高
級
品
の
セ
ー
ル
は
伸
び
て

い
る
。

●
木
製
品
製
造
／
素
材
の
出
荷

量
は
前
月
比
50
％
以
上
増
え

て
い
る
が
、
価
格
は
横
ば
い

で
あ
る
。製
材
品
は
価
格
・
出

荷
量
と
も
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
紙
加
工
品
製
造
／
原
材
料
の

高
騰
分
を
製
品
価
格
に

1
0
0
%
転
嫁
で
き
な
い
。

●
窯
業
／
売
上
高
は
増
加
し
た

が
特
採
料
金
に
変
化
が
な
い

の
で
、
収
益
状
況
は
改
善
さ

れ
ず
悪
化
し
て
い
る
。

●
金
属
製
品
製
造
／
07
年
よ
り

08
年
の
方
が
少
し
好
転
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
特
徴
の
あ

る
会
社
に
限
定
さ
れ
る
。

■
非
製
造
業

●
衣
料
品
卸
売
業
／
物
価
の
値

上
げ
、
原
油
高
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
灯
油
の
大
幅
値
上
げ
等

が
、
消
費
意
欲
を
抑
え
て
い

る
様
子
。

●
飲
食
小
売（
青
果
）／
年
始
よ

り
ス
ー
パ
ー
が
営
業
す
る
た

め
か
、
年
末
特
有
の
価
格
上

昇
が
あ
ま
り
無
く
、
販
売
も

伸
び
な
か
っ
た
。

　（
食
肉
）／
偽
装
表
示
問
題
の

影
響
に
よ
る
仕
入
れ
・
経
費

の
高
騰
を
こ
の
時
期
に
売
価

へ
転
嫁
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

売
上
は
昨
年
を
上
回
っ
た
。

●
電
気
製
品
小
売
／
12
月
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
中
心
に
順

調
に
推
移
し
た
。
量
販
店
の

小
売
価
格
が
チ
ラ
シ
上
で
は

判
断
出
来
な
い
価
格
表
示
に

な
り
、
メ
ー
カ
ー
を
抱
き
込

ん
だ
価
格
競
争
の
域
に
入
っ

て
き
た
。

●
石
油
小
売
／
中
東
原
油
が
90

ド
ル
台
に
高
騰
し
た
た
め
、

原
油
価
格
上
昇
に
伴
う
調
達

コ
ス
ト
上
昇
分
、
更
に
円
高

ド
ル
安
に
よ
り
、
元
売
り
各

社
は
仕
切
価
格
を
6
〜
7
円

の
大
幅
な
値
上
げ
を
行
っ
た

た
め
、
各
G
S
は
6
円
程
度

の
値
上
げ
と
な
っ
た
。

●
商
店
街（
甲
府
市
内
）／
石
油

高
騰
に
よ
り
仕
入
価
格
が
上

昇
し
、利
益
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
の
購
買
力
も

低
下
し
て
い
る
。

●
宿
泊
／
07
年
の
売
上
増
加
は

風
林
火
山
等
の
影
響
も
あ
り
、

来
訪
者
が
増
加
し
た
こ
と
も

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

●
建
設
／
工
事
物
件
の
減
少
か

ら
市
場
競
争
が
激
化
と
受
注

単
価
の
下
落
を
招
き
、
利
益

な
き
工
場
操
業
と
な
っ
て
い

る
。

●
運
送（
バ
ス
）／
不
景
気
に
よ

る
貸
切
バ
ス
の
需
要
減
、
規

制
緩
和
に
よ
る
供
給
過
剰
、

競
争
激
化
に
よ
る
価
格
の
低

下
、
石
油
の
価
格
上
昇
な
ど

マ
イ
ナ
ス
状
況
ば
か
り
の
状

態
。

　（
ト
ラ
ッ
ク
）／
規
制
緩
和
の

様
々
な
変
化
に
よ
り
、
設
備

投
資
ど
こ
ろ
か
会
社
経
営
の

悪
化
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
課

題
。

　製造業におけるDI値は、売上高は－330（前0（
月比－25）、収益状況は－45（前月比比－
10）、景況感は－55（前月比－20）と）と
全ての項目において悪化した。
　非製造業におけるDI値は、売上
高は－27（前月比－7）、景況感は
－40（前月比ー3）と悪化したものの、
収益状況は－33（前月比＋7）と改
善した。　全体的に見ると、売上高
は－28（前月比－14）、景況感は－－
46（前月比－10）と悪化したものの、収益状況は－の、収益状況は－3838－－ （前月比（前月比8（8（
±0）と横ばいだった。 
　各業界関係者のコメントの中には、『原油高騰や長期の景気低
迷により、景況感が悪化している』と回答する企業が多かった。

　　�

山
梨
県
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会

山
梨
県
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
　
斉
藤
斉
藤 

義
一
義
一 

氏

　�

日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
若
尾 

明
彦 

氏

解
体
業
で
は
な
い
。

　『
部
品
の
再
生
製
造
』業
で
あ
る
。

　
今
は
リ
サ
イ
ク
ル
時
代
。
世
の
中
は
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。そ
ん
な
中
、こ
の
循
環
型
社
会
を
目
標
と
し
て
05
年

7
月
に
設
立
さ
れ
た
企
業
が
あ
る
。
そ
れ
が
県
内
最
大
規
模
の
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
持
つ「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」だ
。

今
回
は
、こ
の
会
社
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

設
立
の
目
的

　
今
ま
で
の
県
内
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
県
外
事
業
者
の
参

入
に
よ
り
、使
用
済
み
自
動
車（
以
下
、廃
車
）の
一
部
は
県
外
に
持

ち
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
県
内
資
源
（
廃
車
）
の
流
出
を
意
味
す

る
だ
け
で
な
く
、廃
車
の
輸
送
に
よ
る
C
O

2

増
大
と
い
う
事
態
も

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
県
内
資
源
は
県
内
で
処
理
す
る
べ
き
で
あ

り
、そ
の
結
果
が
C
O

2

削
減
と
な
る
。そ
の
考
え
の
下
、敷
地
面
積

1
0,
0
0
0
㎡
、県
内
最
大
規
模
を
誇
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
を
持
つ「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」を
設
立
し
た
。

工
場
の
特
徴

　
一
番
の
特
徴
は
、や
は
り
県
下
最
大
規
模
の
敷
地
面
積
で
あ
る
。

工
場
の
処
理
能
力
は
月
に
約
1,
0
0
0
台
と
、県
下
で
は
最
大
級

の
処
理
能
力
を
保
持
し
て
い
る
。こ
の
広
さ
に
よ
り
、県
内
資
源
の

県
内
処
理（
地
産
地
消
）を
可
能
と
し
た
。

　
ま
た
「
日
本
カ
ー
ビ
ル
ト
株
式
会
社
」
は
、
自
動
車
の
1
0
0
％

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、な
る
べ
く
セ
ル
方
式

（
一
人
が
一
台
の
解
体
を
手
作

業
で
担
当
）の
採
用
に
努
め
て

い
る
。
ラ
イ
ン
方
式
（
解
体
機

械
に
よ
る
作
業
）の
方
が
効
率

性
は
優
れ
て
い
る
が
、リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
面
で
は
、作
業
が

ど
う
し
て
も
粗
く
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
。こ
の
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
は
、『
私
た
ち
は
解
体
業

で
は
な
い
。部
品
の
再
生
製
造

業
だ
』と
い
う
社
員
一
同
の
意

識
の
表
れ
と
い
え
る
。

今
後
、目
指
し
て
い
く
こ
と

　
一
番
は「
C
O

2

削
減
」と
の
こ
と
。そ
の
た
め
に
、県
内
資
源
は

県
内
で
処
理
す
る
と
い
う「
地
産
地
消
」実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、も
う
一
つ
は「
完
全
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
」。持
ち
込
ま
れ
た

自
動
車
を
1
0
0
％「
再
生
部
品
」と
し
て
販
売
出
来
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
く
、と
の
こ
と
だ
っ
た
。
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横
内
知
事
と
の
懇
談
会
を
開
催

砂
利
を
安
定
供
給
す
る

　
　
　　
　
　
　
　
砂
利
４
組
合

　
　
　
砂
利
４
組
合

協同組合 山梨異業種交流青中倶楽部
TOPICS

TOPICS

懇談会風景

　
協
同
組
合
山
梨

異
業
種
交
流
青
中

倶
楽
部
で
は
、
1

月
10
日
に
中
央
会

会
議
室
に
お
い
て
、

情
報
委
員
会
定
例

会
（
35
名
出
席
）
を

開
催
し
、
横
内
正

明
山
梨
県
知
事
と

の
懇
談
会
を
実
施

し
た
。

　
横
内
知
事
は
、

山
梨
県
が
抱
え
て

い
る
課
題
（
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
企
業

誘
致
、
医
者
不
足
、

災
害
・
地
震
対
策
、

中
心
市
街
地
活
性

化
、観
光
振
興
等
）へ
の
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
述
べ
た
。ま
た
、山
梨

県
の
持
つ
潜
在
力
の
顕
在
化
を
図
る
こ
と
、山
梨
県
庁
職
員
5
千
人
の

先
頭
に
立
ち
、知
事
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
な
ど
を
熱

く
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
初
鹿
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
な
り
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
、東
海
道
新
幹
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
最

短
で
は
2
0
2
5
年
、中
部
横
断
道
の
増
穂
│
清
水
間
は
10
年
後
に
開

通
見
込
み
。横
田
基
地
の
民
間
共
用
は
米
軍
の
反
対
に
よ
り
難
航
し
て

い
る
が
、辛
抱
強
く
要
望
し
て
い
く
。

■
企
業
誘
致

　
大
手
企
業
の
山
梨
離
れ
の
理
由
と
し
て
、理
工
系
の
大
学
が
少
な
く
、

技
術
者
不
足
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、県
と
し
て
は
、

山
梨
県
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、立
地
室
職
員
を
増
員
し
、企
業
の

要
望
を
把
握
す
る
。そ
し
て
、農
振
の
解
除
等
可
能
な
限
り
取
り
組
む

こ
と
。ま
た
、子
供
の
犯
罪
率
が
全
国
一
低
く
、子
育
て
環
境
が
良
い
こ

と
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

■
観
光
・
農
業
振
興

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ワ
イ
ン
な
ど
、海
外
市
場
を
意
識
し
た
取
り
組
み
が

増
え
て
お
り
、農
産
物
も
含
め
、県
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
最
後
に
、
山
梨
の
若
い
経
営
者
へ
の
要
望
と
し
て
、
山
梨
と
い
う
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
東
京
で
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
も
っ
と
外
に
目
を

向
け
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
こ
と
、
ま
た
、
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
機
会

の
開
催
を
望
む
と
し
、ひ
と
り
ひ
と
り
と
名
刺
交
換
を
行
っ
た
。

砂利製造現場

砂利採取現場

団
体
の
財
政
難
に
よ
る
橋
、
道
路

及
び
公
共
施
設
等
の
建
設
事
業
の

抑
制
や
、
耐
震
強
度
偽
装
事
件
を

機
に
、
建
築
確
認
の
審
査
を
厳
し

く
し
た
改
正
建
築
基
準
法
の
法
施

行
後
、
住
宅
着
工
戸
数
の
大
幅
な

落
ち
込
み
等
の
悪
影
響
に
よ
り
土

木
建
設
関
連
業
界
の
需
要
先
の
構

造
的
不
況
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込

み
が
見
ら
れ
る
。ま
た
、供
給
面
を

み
る
と
、自
然
環
境
の
保
全
、河
川

砂
利
枯
渇
等
多
く
の
環
境
上
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
砂
利
資
源
の

確
保
は
、
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

需
要
供
給
両
面
を
見
て
も
砂
利
業
界
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
、非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、経
済
の
健
全
な
発
展
に
欠
く
こ
と
が
出
来

な
い
砂
利
の
確
保
と
安
定
的
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
砂
利
業
界
に
課

せ
ら
れ
た
、社
会
的
使
命
と
な
っ
て
い
る
。

　
砂
利
の
採
取
は
、河
川
砂
利
、陸
砂
利
、山
砂
利
、海
砂
利
の
4
種
類
に

分
か
れ
て
い
る
が
、供
給
量
確
保
面
で
見
る
と
、全
国
的
に
は
、河
川
か

ら
陸
、山
へ
構
造
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
動
き
の
中
、山
梨
県
内
の
砂
利
確
保
事
業
と

し
て
地
域
社
会
と
の
共
生
、自
然
環
境
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
つ
つ

良
質
な
河
川
砂
利
資
源
の
安
定
供
給
を
図
る
べ
く
、県
内
の
山
梨
県
砂

利
協
同
組
合
、
富
士
川
中
流
砂
利
協
同
組
合
、
身
延
砂
利
協
同
組
合
及

び
早
川
砂
利
協
同
組
合
の
４
協
同
組
合
は
、
国
と
「
組
合
と
国
土
交
通

省
が
砂
利
等
の
特
定
採
取
に
関
す
る
計
画
の
実
施
に
伴
う
河
川
砂
利

採
取
及
び
河
川
対
策
工
事
等
の
実
施
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
に
基
づ

き
、河
川
法
及
び
砂
利
採
取
法
の
許
認
可
に
よ
り
国
の
管
理
す
る
河
川

の
砂
利
を
採
取
し
て
い
る
。国

の
管
理
す
る
河
川
の
砂
利
採

取
共
同
事
業
は
、砂
利
組
合
の

中
で
は
、「
特
採
事
業
」と
呼
ば

れ
て
お
り
、河
川
の
防
災
事
業

や
環
境
保
全
に
も
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
の
管
理
す
る

河
川
か
ら
も
県
と
組
合
と
の

契
約
に
基
づ
き
砂
利
採
取
共

同
事
業
を
行
い
土
木
建
設
関

連
業
界
に
砂
利
の
安
定
供
給

を
行
っ
て
い
る
。

ほ
ん
と
う
に「
変
化
に
挑
戦
」し
て
欲
し
い
の
は
・・・・・

　
昨
年
末
、
多
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
店
頭
を
飾
る
表
示
板
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が
１
５
０
円
を
超
え
た
。
こ
の
記
事
が
タ
イ

ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
さ
ら
に
１
円
、
も
し
く
は
２
円
上
が
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
中
小
企
業
者
に
は
「
原
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策
資
金
」
の
創
設
が
当
県

を
含
む
一
部
の
地
域
で
さ
れ
た
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
な
ど
に
対
し

て
も
融
資
を
行
う
制
度
を
実
施
し
て
い
る
地
方
自
治
体
も
出
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
筆
者
の
届
住
地
域
に
お
い
て
は
、
今
の
こ
と
ろ
個
人
へ

の
貸
付
や
補
助
金
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
衛
手
段
と
し
て
一
昨
年
の
年

末
よ
り
我
が
家
で
は
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
温
風
ヒ
ー
タ
ー
（
灯
油
）
の
利
用
を
止
め
、電
力
に
頼
る
こ
と
。

　
灯
油
は
現
在
18
r
で
1,
8
6
0
円
位
、
一
昨
年
の
11
月
に
は
多
少
前

後
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
1,
2
6
0
円
だ
っ
た
。r
あ
た
り
、
30
円
〜

35
円
程
度
値
上
が
り
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
18
r
で
一
ヶ
月
保
て
ば
、
多
少
の
我
慢
で
済
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
少

な
く
と
も
一
週
間
に
一
度
は
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
と
、
35
円

×
18
r
×
４
回
＝
２,
５
２
０
円
!!

　
我
が
家
の
電
気
料
金
は
概
ね
月
平
均
6,
0
0
0
円
程
度
、
何
度
か
価

格
改
訂
が
さ
れ
て
は
い
る
が
、
一
度
の
値
上
げ
幅
は
月
額
で
40
円
〜

2
0
0
円
程
度
だ
か
ら
、比
べ
よ
う
が
な
い
。

　
さ
ら
に
車
も
燃
費
の
い
い
も
の
へ
、
ま
た
は
単
価
の
安
い
軽
油
を
利
用

す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
へ
と
買
い
換
え
た
い
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
さ
す
が
に
妻

が
許
さ
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
よ
り
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
そ
の

も
の
が
大
き
い
か
ら
だ
。
し
か
し
５
年
位
で
そ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を

カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
燃
料
消
費
を
抑
え
ら
れ
る
車
だ
っ
た
ら
、「
許
可
」
が

出
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
電
気
自
動
車
、
日
本
で
は

法
律
上
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
燃
料
電
池
車
は
「
ア
メ
リ
カ
」
で
は
高
収

入
の
人
た
ち
に
人
気
の
様
子
、
本
当
に
必
要
な
人
た
ち
に
は
な
か
な
か
手

の
出
な
い
高
嶺
の
花
・・・
・・

　
個
人
的
に
も
「
格
差
」
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
思
い
切
っ
て
環
境
に
や

さ
し
く
、
燃
料
消
費
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
を
半
額
に
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か
ね
〜
、
も
し
く
は
サ
○
プ
○
イ
○
ロ
ー
○
問
題
に
て
こ
入
れ

す
る
よ
り
、
購
入
資
金
の
援
助
な
ん
て
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　
そ
う
す
れ
ば
今
よ
り
倍
以
上
の
人
が
購
入
す
る
機
会
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
内
需
拡
大
の
い
い
方
法
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
ど
う
思

い
ま
す
か
？
ま
さ
か
、
車
の
売
れ
行
き
が
多
く
な
る
と
環
境
が
さ
ら

に
悪
化
す
る
な
ん
て
言
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
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本
年
度
、山
梨
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
中
央
会
が

実
施
を
行
っ
て
き
た
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ

ア
推
進
事
業
ジ
ュ
ニ
ア
・
ト
ラ
イ
ワ
ー
ク
（
職
場
見
学
と

職
業
体
験
）
が
去
る
12
月
4
日
に
最
終
日
を
む
か
え
、
本

年
度
実
施
計
画
の
全
10
回
の
日
程
を
完
了
し
た
。

　
第
10
回
目
と
な
っ
た
12
月
４
日
は
身
延
町
立
静
川
小

学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
20
人
が
地
元
の
自
動
車
部
品
等

各
種
ダ
イ
カ
ス
ト
鋳
造
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
メ

ッ
ツ
身
延
工
場
で
職
場
体
験
を
行
っ
た
。

　
株
式
会
社
メ
ッ
ツ
は
、国
内
外
に
製
造
工
場
を
数
多
く

有
し
、
四
輪
車
・
二
輪
車
・
電
動
工
具
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
製

品
な
ど
の
鋳
造
製
品
を
開
発
製
造
し
て
い
る
。グ
ル
ー
プ

全
体
で
従
業
員
は
２
千
人
を
超
え
る
こ
の
分
野
で
は
先

進
的
な
技
術
企
業
で
あ
る
。

　
当
日
は
、午
前
中
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
職
業
や
将
来
の
自
分
を

テ
ー
マ
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、午
後
か

ら
は
、
会
社
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
４
班
に
分
か
れ

て
鋳
造
工
場
、
加
工
工
場
、
管
理
棟
な
ど
の
見
学
を
行
っ

た
。児
童
ら
は
工
場
内
の
広
さ
に
驚
き
の
表
情
を
見
せ
て

い
た
。

　
そ
の
後
、２
班

に
分
か
れ
従
業

員
の
皆
さ
ん
の

指
導
の
も
と
パ

ソ
コ
ン
操
作
に

よ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
作

業
体
験
と
、工
具
・

装
置
を
使
用
し

た
測
定
作
業
の

体
験
を
行
っ
た
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験

で
は
、Ｃ
Ａ
Ｄ
と

は
何
か
を
学
び
、

研
修
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
使
用
し
、

児
童
そ
れ
ぞ
れ

が
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
お
こ
な
い

Ｃ
Ａ
Ｄ
で「
お
で

ん
」の
図
形
を
作

成
し
た
。

　
ま
た
、測
定
作

業
体
験
に
お
い

て
は
精
密
部
品

な
ど
の
測
定
に

用
い
る
工
具
・
装

置
の
説
明
を
受
け
た
後
、日
常
生
活
で
は
測
る
こ
と
の
な

い
１
０
０
分
の
１
ミ
リ
・
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
の
測
定

作
業
を
児
童
が
実
際
に
工
具
や
測
定
装
置
を
使
用
し
体

験
し
た
。

　
児
童
達
は
初
め
て
見
る
工
場
内
の
雰
囲
気
に
緊
張
し

な
が
ら
も
、作
業
体
験
を
通
じ
て
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
、
大
切
さ
な
ど
、
従
業
員
の
方
々
の

配
慮
に
よ
っ
て
、様
々
な
こ
と
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、若
者
の
就
業
意
識
の
低
下
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、早
い
段
階
か
ら
働
く
こ
と
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、多
く
の

企
業
に
協
力
を
頂
く
中
で
本
年
度
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
体
験
は
、仕
事
や
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
と
な
る
た
め
、今
後
も
多
く
の
小
中
学
校
の
参
加

に
期
待
し
た
い
。

　中央会は12月19日、富士河口湖町「フィットリゾー

トクラブ」にて、『第11回郡内地域組合交流会・研修会』

を開催した。当日は、郡内地域の会員組合の組合員や

役職員などが多数参加した。

　はじめに、内藤悦次会長が主催者あいさつで、「今回

は、会員の皆様から自由にご意見をお聞きする場を

設けた。そこで中央会などへの意見や要望をあげて

いただき、組合活動や中央会の組合支援のあり方な

どを検討する際の参考にさせていただきたい。」と述

べた。

　交流会では、勝俣明美副会長（富士吉田織物協同組

合理事長）が座長を務め、参加者から今後の経済動向

や観光などについての意見や要望があり、交流会は

非常に有意義な場となった。

　引き続き、昨年４月１日に施行された改正組合法

の説明会が行われ、当会指導員が講師となり、法律の

ポイント、新定款参考例の解説と定款変更手続き、総

会資料作成上の留意点などの説明が行われた。

　交流会・研修会は、郡内地域の会員組合が一堂に会

する場を設けることにより、組合及び中小企業者が

相互に連携し、親睦を深めてもらい、今後の組合活動

の一助となることを目的として、毎年開催されている。

工具・装置の使い方について説明を受ける児童

真剣に測定値を記入する 微妙な指先の動きが求められる測定作業

　
中
央
会
で
は
、平
成
19
年
度
に
お

い
て
（財）
21
世
紀
職
業
財
団
の
指
定

を
受
け「
男
性
の
育
児
参
加
促
進
事

業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
事
業
は
、共
働
き
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
中
、特
に
男
性
労
働
者
の

仕
事
と
家
庭
、と
り
わ
け
育
児
を
両

立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、労
働
者
の
生

活
を
充
実
さ
せ
、ひ
い
て
は
仕
事
意

欲
の
高
揚
お
よ
び
、経
営
的
な
効
果

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
は
、以

下
の
と
お
り
。

　
①
H
P
お
よ
び
中
小
企
業
タ
イ

ム
ズ
で
の
取
り
組
み
内
容
の
社
内

外
へ
の
公
表
、②
指
標
を
活
用
し
た

現
状
に
お
け
る
課
題
の
把
握
、③
社

内
検
討
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
当

委
員
会
主
導
の
活
動
、④
取
り
組
み

計
画
の
策
定
・
公
表
、⑤
両
立
を
支

援
す
る
制
度
お
よ
び
体
制
の
周
知

な
ど
社
内
啓
発
活
動
、⑥
管
理
職
お

よ
び
労
働
者
へ
の
研
修
や
社
外
講

習
会
へ
の
派
遣
、⑦
職
場
の
支
援
体

制
お
よ
び
ル
ー
ル
の
明
確
化
、⑧
取

り
組
み
結
果
の
検
証
な
ど
、と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
中
央
会
で
は
、休
暇
の
取

得
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り（
制

度
と
支
援
体
制
整
備
）と
所
定
外
労

働
時
間
の
低
減
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、今

後
必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

は
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。「
就
職
四
季
報
」

に
は
働
き
や
す
い
企
業
を
探
す
目

安
と
し
て
両
立
支
援
が
目
を
引
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
従
業
員
へ
の
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
、

企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
経
営
戦
略
と
し
て
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、両
立
支
援
は

優
良
企
業
の
条
件
の
一
つ
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。会
員
の
皆
様
も
、こ
れ
を

機
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

男
性
労
働
者
育
児

男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
事
業
に
つ
い
て

男
性
労
働
者
育
児
参
加
促
進
事
業
に
つ
い
て 交流会では活発な意見交換が交わされた

あいさつを述べる内藤悦次会長
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 企業規模 支　給　額
  65歳以上への定年引上げ又は
  定年の定めの廃止

 1～9人 40

 10～99人 60

 100～300人 80

a） （単位：万円）

 企業規模 支　給　額
  70歳以上への定年引上げ又は
  定年の定めの廃止

 1～9人 40

 10～99人 60

 100～300人 80

b） （単位：万円）

　少子高齢化の進展による人材不足等に対応するため、2006年4月に改正高齢法が

施行されました。しかし、2012年には「団塊の世代」が65歳に到達し始め、再び労働力

不足が懸念されています。すでにわが国では「超高齢化社会」に突入しており、2050年

には高齢化率が40％に迫る勢いです。（下図参照）

　中央会では年齢に囚われることなく、働く意欲と能力を兼ね備えた高齢者の確保

に向け、

①確保措置の円滑な実施を図る
ための、賃金・人事処遇制度の
整備、能力開発や職場環境の
改善等に向けた個別相談やセ
ミナーの開催
②70歳までの高齢者の一層の
雇用の実現を図るための個別
相談やセミナーの開催

を対象企業に実施し、65歳以降

も働ける職場を目指しています。

定年の引上げ等の賃金体系の見直しなどを実施した
　事業主に対する助成金のお知らせ

～中小企業者の経済的負担を軽減するため、2種類の奨励金が創設されています。～

■定年引上げ等奨励金（70歳まで働ける企業奨励金）

①中小企業定年引上げ等奨励金（右図参照）
a）就業規則等により65歳以上への定年の

引上げを実施した中小企業事業主に対

し一定額を支給。

b）70歳以上への定年の引上げ又は定年の

定めの廃止を実施した場合、上乗せ支給。

②雇用環境整備助成金
　65歳以上への定年の引上げ等を1年以

内に実施した中小企業事業主が、55歳以

上65歳未満の常用被保険者に対する研修

等を行う場合、研修等に要した経費の1/2

が当該事業主に対して支給。

問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会　「70歳まで働ける企業創出事業」　Tel.055-237-3215

　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している年金記録をお知

らせします。名寄せの結果、基礎年金番号の記録と結びつく可能性が
ある記録が出てきた方に、平成19年12月から平成20年3月までの間
に「ねんきん特別便」をお送りします。

　「ねんきん特別便」が送付された際には、ご自身の記録
に漏れがないか十分にご確認の上、次のとおり必ず手続
きくださいますよう、ご協力をお願いいたします。

s送られました年金加入記録に訂正がない場合には、年
金受給者・現役加入者ともに「年金加入記録照会票」から「確
認はがき」を切り取って、“訂正がない”を○で囲み、提出
年月日、氏名をご記入の上、返送してください。

s年金加入記録に訂正がある場合には、年金受給者の方
は「年金加入記録照会票」に必要事項をご記入いただき、
年金証書を添えて、お近くの社会保険事務所で手続きを
お願いします。

s現役加入者の方は、「年金加入記録照会票」に必要事項を
ご記入いただき、同封しております返信用封筒で、社会
保険業務センターあて返送をお願いします。

　上記以外のすべての皆様方にも順次「ねんきん特別便」をお送り

します。

　●年金受給者の方には、平成20年4月から5月の間に

　●現役加入者の方には、平成20年6月から10月の間に

「ねんきん特別便」についてのご質問・お問い合わせについては、

「ねんきん特別便専用ダイヤル」
（1０５７０－０５８－５５５）

　受付時間については、下記のとおりとなっています。
　　●月～金曜日：午前９時～午後８時まで

　　●第２土曜日：午前９時～午後５時まで

　　●３月９日（日）については、午前９時～午後５時までご利用いた

　　　だけます。

　中央会では、若年者の職場定着や職業意識の啓発を図るため、職業意
識支援事業・雇用対策関連事業など、様々なチャンネルを通じて包括的
な若年層への就職支援事業に取り組んでいます。
　その中で今回、「高校生・保護者等職業意識啓発セミナー」と「大学・短
大・専門学校就職内定者職場定着セミナー」を紹介します。

高校生・保護者等職業意識啓発セミナー
　　　　　　　　　　　　　s平成19年12月8日  〔富士吉田会場・富士研修所〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  9日  〔甲府会場・富士屋ホテル〕

　高校生の職業に対する意識高揚と就労に対する動機付けの機会を与えると

ともに、保護者に対して就職に関心をもって子供の進路選択に対応してもらう

ため、高校生と保護者、教師を対象にした「就業意識啓発セミナー」を開催した。

講師には甲府会場に学生起業家である㈱ＳＰＡＲＫの戸田達昭氏と富士吉田

会場に同じく学生企業家のアチーブメント㈱の橋本拓也氏を招き、自らの学生

時代の経験等の体験談を踏まえた、今だから伝えられる熱い思いを高校生に投

げかけた。

　8日の富士吉田会場では学生76名、

父兄・教師8名、9日の甲府会場では学

生164名、父兄・教師20名が参加し、両

会場とも参加者が熱心に耳を傾けて

いた。

　当日は同会場において、雇用・能力

開発機構の支援による｢職業適正診断｣

とハローワークの職業相談コーナー

も開設された。

大学・短大・専門学校就職内定者職場定着セミナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　s平成20年1月12日  〔甲府市・英和大学〕

　就職が決定した内定者に対し就業意識の意欲向上と企業が求めているコミ

ュニケーション能力・職業人意識等を高めるため、英和大学の内定者を対象に

アチーブメント（株）森山和彦氏がセミナーを行った。セミナーの中で森山氏は、

「自己啓発を行うことで、今自分が欠けているスキルや自分らしくイキイキと

働いていくための方向性等を見出すことができる。就職までに何か目標を定め、

果敢にチャレンジしてもらいたい。」とセルフブランドの育成などについて語

った。

　セミナーを受講した15名の英和大

学学生からは、「社会人、職業人として

の基本姿勢・心構えが理解できた。」「目

標達成行動を阻害する要因が明確に

なった。（成功のサイクルが分かった）。」

「挨拶、話し方、接客等の職場でのビジ

ネスマナーの大切さを認識できた。」

など、多数の意見が出された。
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～クルマの操作性向上に～

山梨県中小企業団体中央会　千 野 哲 宏

　高齢社会が進展する中で、日本経済の活力を維
持していくためには高齢者が社会を支える側に回
ることが重要になってきました。また、本格的な
就業を望む高齢者も、ますます増加しています。
シニアワークプログラム事業は、60歳代前半の
就職希望者を対象に地域の事業主団体、公共職業
安定所の参画のもと、雇用を前提とした技能･介
護講習や合同面接会を実施し、高齢者の再就職や
就業のお手伝いをする事業です。この事業は、社
団法人山梨県シルバー人材センター連合会が、国
から委託を受けて実施しています。

　技能講習を終了した方を対象として、事業主団
体、公共職業安定所と共催で合同面接会を開催し、
雇用･就業を目指します。

会員
原則60歳以上の
健康で働く
意欲のある方

シルバー
人材
センター

発注者
仕事を出す方々
企業・家庭・
公共団体等

希望する職種の
登録

仕事の提供･就業

配分金の支払い

仕事の発注/
契約金の支払い

臨時的・短期的な
仕事（請負・委任）

仕事の受注/
契約内容の履行

■臨時的・短期的及び軽易なお仕事をお引き受けします。

（社）山梨県シルバー人材センター連合会
〒400－0031 甲府市丸の内2－14－13ダイタビル5F 1055（228）8383

シニアワークプログラム

合　同　面　接　会

　皆さんは、自分の車に何かこだわりがあるでしょうか。私は軽自動車に乗
っているのですが、シートを運転席側だけノーマルシートからスポーツシ
ート（フルバケットタイプ）に変更をしています。そこで今回は、自動車を運
転する際の座り心地やホールド性を左右するシート、その中でも「スポーツ
シート」について紹介をします。
　まず、スポーツシートはボディシェルが一体となったフルバケットシー
ト（フルバケ）とホールド性が優れつつも、リクライニング機構（背もたれの
角度調整が可能）を装備するセミバケットシート（セミバケ）に分類されます。
フルバケはドライバーの身体をスッポリと包み込む形状なため乗降はしづ
らいですが、セミバケに比べホールド性が高く、運転操作をより的確なもの
にします。また、スポーツシートの中には座面の先端を2分割して体圧を分
散させ、身体の疲労を軽減させたり、バックレストやヘッドレストにパット
を用いることでドライバーの体格に合った最適な運転ポジションを可能に
することもできます。ちなみにシートを交換する場合は、シートレールも一
緒に交換する必要があります。

　私がシートを交換したのは、性能云々より見た目の雰囲気を変えたかっ
たことがあります。本来なら、一度試し座りをしてホールド性や座り心地な
どシートが自分の身体にしっかりフィットするか確認をするべきなのです
が、私の場合、ネットで自分の車に適合するシートとシートレールを探し購
入しました。
　実際に装着して運転をしてみると、スッポリと身体を包むスポーツシー

トはホールド性や操作性を格段に向
上させました。車を通勤に利用する
方が多いと思います。シート交換は
無理でも、座席シートやパットで自
分の運転ポジションを調整するだけ
でも、座り心地や運転操作をサポー
トしてくれるはずです。

甲府支店
〒４００-００３２ 甲府市中央１-６-１６

‡055（233）1161
●岡島デパート西筋向い
駐車場は、中央商店街パーキングサービス契約
駐車場をご利用ください。駐車無料券（1時間）
を差し上げます。

商工中金は、国の中小企業政策の
一翼を担う政府系金融機関です。１年貯蓄

詳しい資料を郵送いたします。ご希望の方は、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号をご記入のうえ、〒189-8510（住所不要）商工中金フリーダイヤル係までどうぞ。

詳しくはホームページで

http://www.shokochukin.go.jp/
【テレホンバンキングセンター】
受付時間/平日9：00～17：00（銀行休業日を除く）70120-299-233

フルバケットシート シートレール
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編 集 後 記
　近年の原油、原材料の価格高騰が
中小企業の経営に深刻な打撃を与
えています。
　これを受け山梨県では、緊急の融
資策を発動しました。取扱期間は来
月の3月末までです。
　詳しくは、今月号の2面をご覧く
ださい。

ご意見・ご要望は、
中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

平成20年1月1日発行の
中小企業タイムズ１月号における
訂正とお詫び

s6面に掲載の「年男・年女」下段記事

　（誤） 山梨県中小企業建設業(協)
　　　　　　　　↓
　（正） 山梨県中小建設業(協)

　謹んで関係者ならびに読者の皆様
にお詫び申し上げます。

訂正とお詫び

　全国中小企業団体中央会では、平成20年度中小企業活路開拓調査・実現化事
業の実施を希望する団体等を募集しています。詳細については、全国中央会
HP(http://www.chuokai.or.jp/）をご覧いただき、ご確認ください。

 1．募集する事業

　① 中小企業組合等活路開拓事業（補助金額の上限：12,297干円)
　② 連合会（全国組合）等研修事業（補助金額の上限：2,100干円）
　③ 組合等自主研修事業（補助金額の上限：210干円）
　④ 組合等情報ネットワークシステム等開発事業（補助金額の上限：12,297干円）
　⑤ 組合等Web構築支援事業（補助金額の上限：600干円）

 2．募集締切日
　平成20年2月29日（金） 午後5時必着
　応募書類に必要事項を記入の上、送付又は持参にてご提出ください。

 3．本件に関するお問い合わせ先

　全国中小企業団体中央会　振興部
　〒104-0033　東京都中央区新川1-26-19　全中・全味ビル5F
　　　　　　　　 電話：03-3523-4905（直通）　FAX：03-3523-4910


